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人口と世帯数 
（平成19年１月１日現在） 

人　口　8,421人（＋12） 

　男　　4,199人（＋  5） 

　女　　4,222人（＋  7） 

世帯数　2,811世帯（＋  4） 
（　）内は前月比 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
町
政
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
就
任
以
来

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

統
合
中
の
整
備
も
順
調
に
進
捗
し
、
ま

た
、
町
設
置
型
浄
化
槽
整
備
も
制
度
創

設
以
来
、
計
画
的
に
整
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。

本
年
は
、
２
期
目
の
町
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
初
め
て
の
新
年
と
な
り

ま
す
が
、
初
心
に
帰
り
こ
れ
ま
で
以
上

に
町
政
進
展
の
た
め
邁
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

例
年
以
上
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
下

で
の
行
政
運
営
と
な
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
第
３
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

に
基
づ
き
、「
水
が
輝
き
、
緑
が
輝
き
、

そ
し
て
笑
顔
が
輝
く
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ

ゾ
ー
ト
な
が
ら
」
の
実
現
に
向
け
、
各

施
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、
着
実
に
進

展
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
本
年
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

子
育
て
支
援
施
設
の
機
能
を
持
っ
た
幼

保
一
体
化
施
設
の
整
備
に
重
点
的
に
取

り
組
み
、
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援

対
策
に
対
処
し
ま
す
。

ま
た
、
国
府
里
地
先
に
最
先
端
医
療

を
取
り
入
れ
た
塩
田
病
院
の
長
柄
分
院

が
十
月
に
開
院
す
る
予
定
で
す
が
、
町

と
し
て
も
早
期
開
院
に
向
け
て
積
極
的

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
い
つ
で
も
診

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

交
通
安
全
、
消
防
防
災
、
防
犯
、
不
法

投
棄
対
策
な
ど
関
係
団
体
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

首
都
圏
に
近
い
立
地
を
生
か
し
た
新

し
い
農
業
形
態
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
事
業
を
展
開
し
、
年
々
訪
れ
る
方

も
増
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
都
市
と
農

村
と
の
交
流
を
推
進
し
、
農
林
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

圏
央
道
、
茂
原
木
更
津
区
間
は
平
成

21
年
度
中
の
開
通
を
目
指
し
、
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
茂
原
市
真
名

に
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
設
を

強
く
要
望
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
県
道
整

備
の
推
進
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
に
積

極
的
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
生
活
道

路
、
農
道
な
ど
社
会
資
本
の
整
備
に
つ

い
て
も
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
関
係
で
は
高
齢
化
の
進
む
中
、

支
援
と
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
、
安

心
・
安
全
に
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い

け
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
と
と

も
に
、
介
護
予
防
事
業
や
障
害
者
福
祉

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
年
明
け
か
ら
行
政
改

革
に
取
り
組
み
、
３
月
に
は
平
成
21
年

度
ま
で
の
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
職
員
の
意
識
も
大
き
く
変

っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
改
革
の
意
識
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
よ
り
効
率
的
か
つ
合
理
的
な
行
政

の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
分
権
型
社
会
の
受
け
皿
と
し

て
の
長
生
郡
市
の
合
併
問
題
は
第
２
ス

テ
ー
ジ
へ
と
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
合
併
へ
の
近
道
も
実
は
関
係

各
市
町
村
が
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

行
政
改
革
の
推
進
だ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
本
町
も
、
こ
の
最
後
と
も
言
え
る

合
併
の
好
機
を
逃
さ
ず
、
合
併
に
向
け

大
き
く
歩
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
各
施
策
の
推
進
の
た
め
、

議
会
を
は
じ
め
住
民
の
皆
様
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
を
顧
み
、
最
も
印
象
深

か
っ
た
の
は
、
皇
室
に
お
い
て
父
親

の
秋
篠
宮
様
以
来
41
年
ぶ
り
の
男
の

お
子
さ
ま
で
あ
る
悠
仁
（
ひ
さ
ひ
と
）

様
の
ご
誕
生
で
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
少
子
化
の
進
行

や
乳
幼
児
へ
の
虐
待
、
児
童
の
自
殺

等
の
話
題
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
だ

け
に
、
生
命
の
素
晴
ら
し
さ
、
尊
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
稀
に
見
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
だ

っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
事

で
し
ょ
う
。
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
唯

一
の
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
荒
川
静
香

さ
ん
の
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
に
魅
了
さ
れ
、

王
監
督
率
い
る
日
本
チ
ー
ム
が
、
野
球

で
は
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
国
・
地

域
別
対
抗
戦
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
で
世
界
の
頂

点
を
極
め
、
歓
喜
に
酔
い
し
れ
た
か
と

思
う
と
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で
は
ジ
ー
コ

ジ
ャ
パ
ン
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
敗
退
に

肩
を
落
と
し
、
夏
の
高
校
野
球
で
は
決

勝
戦
再
試
合
の
激
闘
を
制
し
た
早
実
齊

藤
投
手
の
「
ハ
ン
カ
チ
王
子
」
ブ
ー
ム
、

ま
た
44
年
ぶ
り
に
日
本
一
に
輝
い
た
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
等
、
シ
ナ
リ
オ

の
な
い
勝
敗
の
行
方
と
劇
的
な
展
開
、

話
題
性
に
事
欠
か
な
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

界
に
全
国
民
が
釘
付
け
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
隣
国
の
北
朝
鮮
で
は
、
貧

困
に
喘
ぐ
国
民
を
尻
目
に
ミ
サ
イ
ル

連
続
発
射
に
続
き
、
地
下
核
実
験
を

強
行
。
国
際
的
な
批
判
を
浴
び
て
い

る
最
中
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
レ
バ
ノ
ン

侵
攻
に
よ
る
中
東
情
勢
の
緊
迫
を
受

け
原
油
価
格
が
急
騰
し
、
私
達
の
家

計
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
く
、
核
や
テ
ロ
の
脅

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
、

希
望
溢
れ
る
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
平
素
、
議
会
運
営
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

威
、
国
家
間
の
侵
攻
侵
略
等
が
世
界

中
の
人
々
を
恐
怖
と
不
安
に
陥
れ
ま

し
た
。

国
内
の
政
治
、
経
済
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
５
年
半
の
小
泉
政
権
の
後

を
受
け
、
安
倍
政
権
が
発
足
。
就
任

直
後
、
中
国
、
韓
国
を
訪
問
し
、
関

係
修
復
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
郵

政
造
反
組
復
党
問
題
を
き
っ
か
け
に

支
持
率
が
低
下
。
そ
れ
に
拍
車
を
か

け
る
か
の
よ
う
に
不
祥
事
に
よ
る
政

府
税
制
調
査
会
長
の
更
迭
や
相
次
ぐ

児
童
生
徒
の
い
じ
め
、
自
殺
、
必
修

科
目
未
履
修
問
題
が
教
育
現
場
の
混

乱
を
招
く
等
、
支
持
率
は
下
降
線
を

描
い
た
ま
ま
で
す
。

ま
た
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
る

戦
後
最
長
の
好
景
気
も
、
景
気
の
牽
引

が
大
企
業
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
故
、
個

人
消
費
は
振
る
わ
ず
、
現
況
は
実
感
な

き
景
気
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ず
、
本
年
が
「
美
し
い
国

づ
く
り
」「
格
差
是
正
」
を
掲
げ
る
安

倍
政
権
へ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
１
年
と

な
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
夏
の

町
長
選
を
大
差
で
制
し
、
第
２
期
成

嶋
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
更

な
る
行
財
政
改
革
に
伴
な
う
議
会
改

革
の
推
進
と
再
び
訪
れ
た
長
生
郡
市

７
市
町
村
の
合
併
の
チ
ャ
ン
ス
を
着

実
な
実
現
へ
の
流
れ
と
変
え
ら
れ
る

よ
う
執
行
部
と
一
丸
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
議
会
に
対
す
る

更
な
る
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

町　長
成　嶋　尚　武

議会議長
神　崎　好　功
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社会を明るくする運動は、すべての国民が、犯罪や非行

の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、そ

れぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明る

い社会を築こうとする全国的な運動です。

次代を担う青少年に、日常の家庭生活、学校生活の中で、

非行問題等に関して日ごろ考えていることや体験したこと

を通して、本運動に対する理解を深めてもらうことを目的

としてこのコンテストが実施されました。

町内各小・中学生から作文65点、標語280点の応募があり、

「社会を明るくする運動」長柄町実施委員会で審査の結果、

次の９名の児童・生徒が入賞しました。（敬称略）

最優秀賞 
優 秀 賞 
最優秀賞 
優 秀 賞 

小学生 
 
中学生 

区　　分 氏　　 名 
瀬　川　美　咲 
坂　田　　　歩 
安　藤　優理恵 
森　　　美　穂 

学校名 
長柄小 
日吉小 
長柄中 
長柄中 

学年 
５年 
６年 
３年 
２年 

　　題　　　　　　名 
ふえ続ける犯罪や非行 
社会を明るくするために 
人とのコミユニケーション 
事故のない明るい社会 

最優秀賞 

優 秀 賞 

優 秀 賞 

最優秀賞 

優 秀 賞 

小学生 

 

 

中学生 

氏　　 名 

伊　藤　拓　也 

神　闢　玲　奈 

齊　藤　萌　香 

金　坂　千　尋 

北　畠　公　子 

学校名 

長柄小 

日吉小 

水上小 

長柄中 

長柄中 

学年 

４年 

５年 

５年 

２年 

３年 

さしのべる　その手がきずく　明るい社会 

やさしい手　つないで生まれる　明るい社会 

下校時の　地いきの皆の　やさしい目 

ふれあいは　心のとびらを　開くカギ 

思いやり　心と心の　優しい握手 

区　　分 標　　　　　　語 

 

第56回 長柄町「社会を明るくする運動」

作文・標語コンテスト表彰式　H18.12.19
【作文の部】

【標語の部】

第56回“社会を明るくする運動”作文・標語コンテスト表彰

針東自治会で「地域協働」作業実施
去る12月10日、針東自治会（前橋久男会長）では「地域協

働」による道路脇の立木の伐採と枝切り作業が実施されまし

た。

自治会内の町道脇の立木及び枝が繁茂し、道路が暗く通行

に危険な状況であったため、道路愛護一斉作業とは別に自治

会員全員による枝木の伐採作業が行われたものであり、町で

は昨年４月に掲げた行政改革の大きな柱である「地域協働の

推進」に大きく寄与することから、高所作業車のリース代及

び燃料費を負担しました。

１日で２ｔダンプ50台分の立ち木の枝葉を処理し、大変明

るく安全な道路環境を取り戻すことができました。ありがと

うございました。

ご 寄 付

村
　
上
　
博
　
樹
　
様

金
　
額
　
30
万
円

故
村
上
孝
子
様
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
長
柄
町
の
た
め

に
と
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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5 7 億 3 , 1 3 5 万 3 5 2 円
（町民1人当たり676,584円）［一般会計の他に国民健康保険・老人保健・農業集落排

水事業・介護保険・浄化槽事業の各特別会計を含む額］

地方譲与税 112,969千円 3.0％ 
利子割交付金 3,413千円 0.1％ 
配当割交付金 2,105千円 0.1％ 
株式等譲渡所得割交付金 3,506千円 0.1％ 
地方消費税交付金 80,933千円 2.1％ 
ゴルフ場利用税交付金 86,875千円 2.3％ 
自動車取得税交付金 57,918千円 1.5％ 
 

地方特例交付金 21,242千円 0.5％ 
交通安全対策特別交付金 2,906千円 0.1％ 
分担金及び負担金 40,759千円 1.1％ 
使用料及び手数料 78,080千円 2.0％ 
財 産 収 入  28,876千円 0.8％ 
寄　付　金 1,200千円 －％ 
諸　収　入 64,515千円 1.7％ 

町　債 
333,700千円 
8.8％ 

国庫支出金 
199,779千円 
5.3％ 

歳 入 総 額  

3,799,084千円 

 

町　税 
1,349,988千円 
35.5％ 

地方交付税 
885,915千円 
23.3％ 

繰入金 
74,332千円 
2.0％ 

繰越金 
190,012千円 
5.0％ 

県支出金 
180,061千円 
4.7％ 

その他 
585,297千円 
15.4％ 

その他 
123,645千円 
3.5％ 

消防費 
153,249千円 
4.3％ 

歳 出 総 額  
 

3,531,670千円 
 

総務費 
553,309千円 
15.7％ 

農林水産業費 
326,794千円 
9.3％ 

民生費 
576,529千円 
16.3％ 

衛生費 
498,795千円 
14.1％ 

土木費 
345,654千円 
9.8％ 

教育費 
543,088千円 
15.4％ 

公債費 
410,607千円 
11.6％ 

議　会　費 85,036千円 2.4％ 
商　工　費 17,838千円 0.5％ 
災害復旧費 7,413千円 0.2％ 
諸 支 出 金  13,358千円 0.4％ 

分担金及び負担金 1.1％ 
使用料及び手数料 2.1％ 
財 産 収 入  0.8％ 
寄　付　金 －％ 
諸　収　入 1.7％ 

国庫支出金 
5.3％ 

地方譲与税 3.0％ 
利子割交付金 0.1％ 
配当割交付金 －％ 
株式等譲渡所得割交付金 0.1％ 
地方消費税交付金 2.1％ 
ゴルフ場利用税交付金 2.3％ 
自動車取得税交付金 1.5％ 
地方特例交付金 0.6％ 
交通安全対策特別交付金 －％ 
 

その他 
9.7％ その他 

5.7％ 

繰越金 
5.0％ 

繰入金 
2.0％ 

町　税 
35.5％ 

地方交付税 
23.3％ 

町　債 
8.8％ 

県支出金 
4.7％ 

自主財源 
48.2％ 

依存財源 
51.8％ 

積立金 
　0.4％ 
投資及び出資金 
　－％ 

消費的 
　経費 
60.3％ 20.3％ 

扶助費 
3.7％ 

維持補修費 
1.3％ 

普通建設事業費 
19.2％ 

災害復旧事業費 
0.2％ 

公債費 
11.6％ 

繰出金 
8.3％ 

人件費 
26.1％ 

補助費等 
16.1％ 

物件費 
13.1％ 

投資的 
経費 
19.4％ 

投資的 
経費 
19.4％ 

歳 入 歳 出 構 成 比

目 的 別 性 質 別 構 成 比

【 一 般 会 計 】



道路新設・改良事業

中 学 校 整 備 事 業

農 村 総 合 整 備 事 業

農 業 基 盤 整 備 事 業

文 化 財 保 護 事 業

河 川 改 良 事 業

小 学 校 整 備 事 業

238,484千円

189,351千円

101,517千円

53,185千円

31,366千円

22,227千円

14,266千円

5
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\
\
\
\

\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\

　平成17年度決算は、12月議会定例会で認定されました。 

　平成17年度の決算総額は、歳入61億5 ,765万7 ,976円、歳出57億

3,135万352円で4億2,630万7,624円が歳入歳出差引額となりました。

歳出の主なものは、道路整備事業、中学校整備事業、農村総合整備事業等です。 

決算認定される 

事 　 業 　 名 決 算 額 土 地 486,255㎡

建 物 43,107㎡

有 価 証 券 4,805千円

基
　
　
　
　
金

財 政 調 整 基 金 480,831千円

自ら考え自ら行う
地域づくり基金

102,225千円

減 債 基 金 24,732千円

福 祉 振 興 基 金 12,003千円

教育施設振興基金 23,079千円

会　　計　　名 歳　　　　　入 歳　　　　　出

国 民 健 康 保 険 8 5 0 , 0 9 0千 円 7 7 8 , 9 1 6千 円

老 人 保 健 7 3 8 , 5 0 3千 円 7 0 4 , 9 7 6千 円

農 業 集 落 排 水 事 業 5 2 , 6 0 7千 円 5 2 , 3 9 4千 円

介 護 保 険 5 7 4 , 0 9 1千 円 5 2 0 , 2 5 4千 円

浄 化 槽 事 業 1 4 3 , 2 8 3千 円 1 4 3 , 1 4 0千 円

収入となった税金 1 5 9 , 3 6 6円

国 ・ 県 の 支 出 金 4 4 , 8 4 0円

投 資 的 経 費 8 1 , 0 4 7円

返済した債務（元利） 4 8 , 4 7 2円

【 特 別 会 計 】

町民（8,471人）１人当たりについて見た決算の状況（一般会計）

主 な 建 設 事 業 町 の 財 産

人口は、平成18年３月31日現在の住民基本台帳人口

平成17年度 決算

歳出総額
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消防団員など約１千人が参加

新
春
恒
例
の
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
、
平
成
19
年
消
防
出
初
式

が
１
月
13
日
（
土
）
に
茂
原
市
民
会
館
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
、
本
年
は
３

１
６
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
風
間
戰
一
消
防
団
長
か
ら
の
訓
示
を
受
け
、
多
く
の
来
賓
の

方
々
が
見
守
る
中
、
永
き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
消
防
団
員
等
に
対
し

表
彰
状
や
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

な
お
、
第
８
支
団
（
長
柄
町
）
で
受
章
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

☆精勤章

武田　文男（第３分団長）

佐々木隆夫（第１分団副分団長）

千葉県知事表彰

☆功労章

石川　博之（第１分団第１部）

大和久正芳（第１分団第２部）

山田比呂貴（第２分団第１部）

諸岡　　勲（第２分団第２部）

笹井　禎之（第３分団第１部）

佐久間栄次（第３分団第２部）

行方　博俊（第４分団第１部）

入江　貴士（第４分団第２部）

☆精勤章

鈴木　修二（第１分団第１部）

林　　正基（第１分団第２部）

鶴岡　友和（第２分団第１部）

長澤　禎夫（第２分団第２部）

鹿間　政徳（第３分団第１部）

古坂　孝行（第３分団第２部）

神崎　芳広（第４分団第１部）

加藤　健一（第４分団第２部）

千葉県消防協会
長生支部長表彰

☆功労章

岩井　啓人（第２分団第１部）

前田　友和（第４分団第２部）

管理者表彰

☆精勤章

柴崎　芳博（第１分団第２部）

森　　真一（第２分団第２部）

木村　和夫（第３分団第１部）

三橋　昌史（第４分団第１部）

消防団長表彰

☆精勤章

永峰　康次（第４分団長）

月岡　清孝（第２分団副分団長）

千葉県消防協会長表彰

☆優良部

第４分団第１部（田代・刑部・金谷）

☆千葉県東上総県民センター所長内助功労

大塚美智子　様（第４分団 副分団長夫人）

内助功労表彰

☆消防団長内助功労

大貫みゆき　様

（第１分団第１部　団員夫人）

岡田　千晴　様

（第２分団第１部　団員夫人）

長生郡市広域市町村圏組合　消防出初式

団員に対し訓示を述べる風間団長

譛千葉県消防協会長精勤章を受章した
永峰分団長

千葉県知事精勤章を受章した武田分団長

千葉県知事精勤章の佐々木副分団長（右）と
譛千葉県消防協会長精勤章の月岡副分団長
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千葉県最低賃金・産業別最低賃金改正決定について
「ねぇ　みんな、この金額に目を留めて。」

千葉県内のすべての事業場で働く労働者（パート、アルバイトを含む）に適用される千葉県最低賃金及び下

記産業の事業場で働く労働者に適用される産業別最低賃金７業種が下記のとおりとなります。

なお、千葉県最低賃金及び産業別最低賃金の７業種のすべての業種について最低賃金額が改正となりました。

最低賃金一覧表（平成18年度改正）

注　盧は、味そ製造業を除く。
盪は、事務用・サービス用・民生用機械器具製造業、その他の機械・同部分品製造業、建設機械・鉱山機
械製造業のうち建設用ショベルトラック製造業及び縫製機械製造業のうち毛糸手編機械製造業を除く。
蘯は、電球・電気照明器具製造業及び電気計測器製造業を除く。
盻は、衣・食・住にわたる各種商品を小売する事業所で、その事業所の性格上いずれが主たる販売商品で
あるか判別できない事業所。

この最低賃金額には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、賞与、時間外手当、深夜手当等は含まれません。
最低賃金の内容についてのお問い合わせは、千葉労働局労働基準部賃金室（℡ 043-221-2328）又は最寄の労

働基準監督署にお尋ねください。
24時間テレホンサービス 043-221-4700
千葉労働局ホームページ http://www.chiba-roudoukyoku.go.jp

産
業
別
最
低
賃
金

千葉県最低賃金

調味料製造業盧

鉄　　鋼　　業

一般機械器具製造業盪

電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業蘯

精密機械器具製造業

各種商品小売業盻

自動車（新車）小売業

687円
775円
806円
794円
791円
776円
756円
786円

682円

771円

800円

789円

786円

771円

751円

781円

5円

4円

6円

5円

5円

5円

5円

5円

最低賃金件名 改正最低賃金額 改正前最低賃金額 引上げ額

2月は、廃乾電池の収集があります 
長　柄　地　区 2月21日踉 日吉・水上地区 2月9日踝 
使用済みのマンガン乾電池やアルカリ乾電池、オキシライド乾電池を、透明

の買物袋などに入れ「乾電池と表示」して、「資源ゴミ（燃えないゴミ）の集
積所」に午前８時30分までに、出してください。古紙類と同時に収集しますの
でビン・カン・ペットボトル等の下や陰にならないように注意してください。
なお、ボタン電池やニカド電池、リチウムイオン電池等には、希少な資源

が含まれています。電気機器販売店の回収ボックスへ返却し、リサイクルに
ご協力ください。

高齢者を狙った訪問
販売にご注意を！
高齢者を中心に布団や高額なリ

フォーム契約など、訪問販売によ

り次々と契約させられるトラブル

が増加しています。

一人暮らしの高齢者の被害を防

ぐ為には、周囲の方々が高齢者の

様子を気にかけることが大切です。

また、万が一被害に遭われた場

合は契約してから一定期間内の場

合、書面に不備等があればクーリ

ングオフができる場合があるので

消費者センター等にご相談くださ

い。

～犬の登録抹消の手続きのお願い～
長柄町では平成19年１月１日現在、犬の登録は1,190頭となっておりますが、
平成18年度に狂犬病予防注射をした犬は、わずか868頭です。
登録をしたまま、既に犬が死亡していたり、行方不明等により犬がいない

場合は、登録抹消の手続きが必要となりますので、役場生活環境課までお越
し下さい。

なお、狂犬病の予防注射を済ませていない方は、早急に注射を実施し必要

な手続きを済ませて下さい。

問い合わせ先　生活環境課　蕁35-2439

問い合わせ先
産業課　蕁35-4447

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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確 定 申 告 だ よ り  確 定 申 告 だ よ り  確 定 申 告 だ よ り  
◎平成18年分の各種申告の税務署窓口での申告書の提出期間と納税の期限は、次のとおりです。

※納税を預貯金口座からの振替で行う場合には、口座振替日が「振替納付日」欄の日となります。

税務署や金融機関に行かなくても納税ができる安全・便利な口座振替をご利用ください。

（贈与税については、取り扱っておりません。）

☆申告書の提出が提出期限を過ぎた場合や納税が納税期限に遅れた場合、加算税や延滞税がかかることがあ

りますので注意してください。なお、納付書は、税務署・市役所・町村役場・金融機関窓口に備え付けて

ありますので、ご利用ください。

☆３月に入りますと税務署は大変混雑しますので、早めの申告にご協力ください。

申告書は郵送でも提出できます。また、税務署の執務時間外には、税務署に設置してある「時間外収受

箱」に申告書を投函することにより提出することもできます。

☆還付申告書は１月から提出することができます。税務署では、還付申告の窓口での受付を、１月４日貅か

ら開始しています。なお、還付金の受取はご本人名義の金融機関口座での受取（口座振込み）が便利です。

☆一部の税務署では、２月18日と２月25日に限り、日曜日も確定申告の相談・申告書の受付を行いますが、

茂原税務署では、土・日・祝日の業務は行いませんのでご注意ください。

問い合わせ先　茂原税務署　蕁22-2166

時　　間会　　場月　　日

９：30～ 12：00
13：00～ 16：00

　相談受付は
　　　15：00まで

茂 原 市 役 所

３月１６日貊・１９日豺

２月２１日貉・２３日貊

３月２日貊　　　　
い す み 市 役 所２月２０日貂・２１日貉
勝 浦 市 役 所２月２２日貅・２３日貊
大 多 喜 町 役 場２月２６日豺
いすみ市役所（岬庁舎）３月１日貅

確定申告相談の日程
（税務署を除く）

◎税理士会が行う小規模納税者の方な
どのための無料申告相談

※小規模納税者の方の所得税・消費税、
年金受給者・給与所得者の方の所得税
の申告を対象としております。（ただし、
土地・建物・株式等の譲渡所得のある
方を除きます。）

☆源泉徴収票等の確定申告に必要な書類・
筆記具・印鑑をご持参ください。

申告の種類 提出期間 納税期限 振替納付日※

所　　　得　　　税

個人事業者の消費税及び地方消費税

贈　　　与　　　税

２月16日（金）～３月15日（木）

１月４日（木）～４月２日（月）

２月１日（木）～３月15日（木）

３月15日（木）

４月２日（月）

３月15日（木）

４月20日（金）

４月26日（木）



9

税制が変わりました
◎定率減税が引き下げられました。

平成18年分の所得税について適用される定率減税の額は、次の金額となります。

所得税の10％　（125,000円が限度額となります。）

◎税源移譲により、平成19年から所得税と住民税の税率が変わります。

税源移譲により所得税（国税）と住民税（地方税）の税率が変更され、全体として、国の税収が減り、

地方の税収が増えることになります。税源移譲は、地方が必要な財源を直接確保できるようにし、その結

果、住民がより身近で、よりよいサービスを受けられるようにすることを目的としています。

給与所得者や年金受給者の場合、ほとんどの方は、１月分以降から所得税（源泉徴収税額）が減り、そ

のぶん６月から住民税が増えることになりますが、税源の移し替えなので、「所得税＋住民税」の負担は基

本的には変わりません。

なお、平成18年分の申告所得税については、旧税率が適用されます。

確定申告書等作成コーナー
国税庁のホームページにある「確定申告書等作成コーナー」で、簡単に、所得税と消費税の確定申告書

を作成することができますので、是非、ご利用ください。

当コーナーでプリントアウトした申告書は、そのまま税務署に提出することができます（白黒でもカラ

ーでもOKです）。

また、作成した申告書情報を利用して電子申告（e-Tax）することもできます。

国税庁HPアドレス　http://www.nta.go.jp

※申告の内容により、一部、ご利用できない場合がありますので、ご注意ください。

申告も納税もパソコンで！
e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用してみませんか。e-Taxを使うと、自宅やオフィスから、

インターネットで国税に関するさまざまな申告や申請、納税ができ、税務署などに何度も出かける必要が

なくなります。

詳しくは、e-Taxホームページをご覧ください。http://www.e-tax.nta.go.jp

※e-Taxをご利用いただくには、開始届出書の提出や電子証明書の取得等、事前に必要となる手続きがあり

ます。また、開始届出書の提出が２月16日を過ぎますと、平成18年分の確定申告ではe-Taxをご利用で

きない場合がありますので、ご注意ください。

所得税　19年１月分から
４段階の税率を、６段階に細分化
（所得税と住民税を合わせた税負担が変わらな
いように制度設計）

住民税　19年６月分から
３段階の税率から、一律10％に
（都道府県民税４％・市町村民税６％）
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お　　知　　ら　　せお　　知　　ら　　せ
支局（24-2188）までお問い合わせください。

認知症予防講演会
日　時 ２月10日貍　午後１時～４時
会　場 長生合同庁舎　４階会議室
内　容
１．講演「今日から出来る認知症予防」
講師　筑波大学教授　朝田隆

２．「認知症予防フリフリグッパー体操」
の実技

定　員 先着80名
締め切り ２月７日貉
申込先　長生保健所　地域保健福祉課
蕁22-5167 蕭24-3419

「緊急地震速報」について
「緊急地震速報」は、地震を検知し

直ちに各地の震度などを推定し、大き
な揺れが迫っていることをお知らせす
ることを目指す情報です。
しかし、緊急地震速報には、①情報

の提供が間に合わない場合がある、②
精度が十分でない場合がある、③雷等
の影響で誤報が発信されるおそれがあ
る、などの技術的な限界があります。

東京都国立市富士見台2-36
蕁042-572-3151（代表）
蕭042-574-1006
薔0120-06-8881（案内書請求）

アクアラインでETC割引を実施!!
実施期間 ２月１日貅～２月28日貉
対象道路 東京湾アクアライン
対象車両 ETC車
割引内容 現行のETC割引料金からさ

らに３割引
例　普通車（ETC車）
2,320円⇒1,620円（700円お得！）

対象時間 午前６時～10時
午後２時～８時

問い合わせ先
千葉県道路計画課　蕁043-223-3298
ホームページhttp://www.aqua-jikken.com

千葉地方法務局茂原支局
からのお知らせ

供託申請や供託金の払渡がオンライ
ンで申請できます。
詳しくは法務省ホームページ

（http://shinsei.moj.go.jp/）をご覧いただくか当

ＮＨＫ学園　平成19年度
入学生・受講者募集中！

ＮＨＫ学園では、広域通信制高等学
校、福祉通信教育、および生涯学習通
信講座の学生・受講者を募集していま
す。まずは、無料の案内書・願書をご
請求ください。
募集内容
高等学校　普通科（ＮＨＫの放送を利
用して３年で高校卒業資格取得）
高等学校　選科（修得科目は高卒認定
試験の受験免除）
専攻科　社会福祉コース（介護福祉士
受験資格取得・２年制）
生涯学習通信講座（趣味から資格まで
約200コース）
募集期間
高等学校　普通科・選科

２月１日～４月20日
専攻科　　社会福祉コース

２月１日～３月１日
生涯学習通信講座　通年申込受付
問い合わせ先
ＮＨＫ学園　〒186-8001

長柄町にお住まいの方の所得税･住民税申告相談

月　　　日 午前（9：00～11：00） 午後（1：30～4：00）

２月16日（金）
２月19日（月）
２月20日（火）
２月21日（水）
２月22日（木）
２月23日（金）
２月26日（月）
２月27日（火）
２月28日（水）
３月１日（木）
３月２日（金）
３月５日（月）
３月６日（火）
３月７日（水）
３月８日（木）
３月９日（金）
３月12日（月）
３月13日（火）
３月14日（水）
３月15日（木）

千代丸
飯尾・別所

上味庄・下味庄
上野・中野台
西山・入地宮前

六地蔵
皿木
徳増
桜谷
鴇東
針東

高山・大庭
不動・日の宮
稲塚・吹谷
篠網

進栄団地・味庄団地
住民税申告（長柄地区）
住民税申告（日吉地区）
住民税申告（水上地区）

住民税申告

力丸・山根
大加場・国府里
八反目・船木
山之郷
道脇寺

長柄山・追分
小榎本・長富

榎本
立鳥
鴇西
針西

田代・長柳
月川

辺田・三沢
金谷

日吉団地・刑部団地

○申告書類一式
○印鑑
○口座番号
○源泉徴収票の原本
○収入金額、必要経費の分かる書類
○控除を受けるための書類
（生保・損保保険料証明書等）
○前年の申告書の控え
○その他申告に必要な書類

医療費は医療を受けた人ごと、病
院・薬局ごとに集計してお持ちく
ださい。

申告時に持参するもの

問い合わせ先　税務課

蕁35-2112（直通）

※右の指定日に都合の悪い方は期間
内であればいつでも結構です。

※会場は役場 階 ギャラリーで行
ないます。



11

域委員会」を開催します。
日　時 ２月21日貉　午後２時～４時
場　所 長生合同庁舎４階大会議室
定　員 傍聴者　20名程度

（当日先着順）
問い合わせ先　長生地域整備センター
調整課　蕁24-4524

県立長生養護学校 長養フェア
日　時 ２月16日貊

午前10時～午後４時
場　所 茂原ショッピングプラザ

「アスモ」センターコート
内　容 中学部・高等部の作業製品

の展示・頒布
長養太鼓の演奏

問い合わせ先　蕁42-2470

平成19年度訓練生募集
住宅設備機器科（15名）
左官技術科（15名）
受付２月６日～28日、選考３月９日
住宅環境設計科・建築科・住宅設備
機器科・左官技術科とも、募集定員
に満たないときは追加募集を実施し
ます。（最終受付は３月19日、選考は
３月23日の予定）
住宅環境設計科は高卒程度、他は学
歴年齢不問です。
詳細はお問い合わせください。
※雇用保険受給資格者は職業安定所
相談窓口へ
申し込み・問い合わせ先
千葉県立長生高等技術専門校
〒299-4332 長生郡長生村金田2811
蕁32-2102
http://www.pref.chiba.jp/gisen/chousei/

（土・日曜日は受付いたしません。）
注）但し、茂原市及び長生郡内に本社、
営業所等を有する者は２月27日貂から
３月６日貂までに手続をしてください。
受付時間　午前９時～11時30分

午後１時～４時
申請書の提出先 茂原市下永吉2101番地
長生郡市広域市町村圏組合
事務局総務課　工事管理室
申請方法 持参による。
申請書の宛名 長生郡市広域市町村圏

組合
管理者　石井常雄

有効期間 平成19年６月１日
～平成21年５月31日

申請様式　千葉県様式または全国統一
様式に準じ、指定色のA4判ファイル
に綴る。ファイルの表紙・背表紙に
「平成19・20年度入札参加資格審査申
請書」「会社名」を記入すること。
青‥建設工事
緑‥建設資材
黄‥測量・設計・コンサルタント等
桃‥物品・委託等
その他 入札参加資格審査手続要項は
長生郡市広域市町村圏組合のホームペ
ージからダウンロードできます。
アドレス　http://www3.ocn.ne.jp/̃chosei/
詳細については、下記までご連絡くだ
さい。
長生郡市広域市町村圏組合
事務局総務課　工事管理室　蕁23-0107

教育講演会
「３年Ｂ組　小山内先生」
～21世紀を共に生きる～

講　師 小山内美江子氏
（３年Ｂ組　金八先生の脚本家）

日　時 ２月17日貍
午後１時　　　開場
午後１時30分　開演
午後４時　　　終了

場　所 槇の木学園体育館
入場無料　保育室有（無料）

※参加および保育を希望される方は、
申し込みが必要になります。
申し込み・問い合わせ先
蕁つくも幼児教室　44-1214
蕁槇の木学園　44-1212
蕭44-1213

「第７回一宮川流域委員会」
の開催について

地域の意見を反映した「川づくり」
を行うため、県では「第７回一宮川流

お　　知　　ら　　せお　　知　　ら　　せ
気象庁では、これらについて十分な

周知・広報を行った上で、平成19年中
にも広く一般への情報提供を開始する
ことを計画しています。
なお、緊急地震速報の詳細などにつ
いては、銚子地方気象台ホームページ
（http://www.tokyo-jma.go.jp/home/choshi/）
をご覧ください。
問い合わせ先
銚子地方気象台防災業務課　
蕁0479-23-7705

ソフトボール教室開催の
お知らせ

2006年度男子ソフトボール東日本リ
ーグ優勝チームの「ホンダエンジニア
リングソフトボール部」が下記の日程
でソフトボール教室を開催致します。
参加ご希望の方は、下記までご連絡

下さい。
日　時 ３月18日豸

午後４時～５時予定
＊当日は10：30頃より「USC浦安」と
の練習試合があります。練習試合の進
行状況によりソフトボール教室の開催
時間が前後いたしますので、午後３時
にはお集まり下さい。尚、練習試合の
観戦も可能です。
場　所 長柄町営球場
対　象 長柄町在住の小・中学生
締め切り ２月15日貅まで
その他 当日はグローブをご持参下さ
い。服装は運動が出来る格好と運動靴
でお願い致します。
問い合わせ先
日本エアロビクスセンター
東京営業課（担当：角川　カクガワ）
蕁03-3206-3525
平日　午前９時～午後６時

労災職業病なんでも
相談会を開催します

日　時 ２月24日貍　午後１時～４時
会　場 千葉中央コミニュティーセンター

６階　61講習室（043-245-5111）
対応者 弁護士・社会保険労務士・ソ

ーシャルワーカー他
費　用 無料
その他　予約不要・当日受付
問い合わせ先
千葉中央法律事務所　蕁043-225-4567

平成19・20年度入札参加資格
審査申請の受付について

申請期間 ２月27日貂～３月13日貂
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今月の納税の 
お知らせ 

蘆個人町民税 第4期　蘆国民健康保険税 第5期　蘆介護保険料 第5期
納付期限は、1月31日（水）です。納め忘れのないようご注意ください。
※口座振替申し込みの方は、納付期限の前日までに口座の残高確認をお願いいたします。

町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税及び介護

保険料の納付は、口座振替が便利です。

この制度を利用すると、左記の金融機関または郵便局の預貯金

口座から振替によって納税することができますので、手数が少な

くて済み、大変便利です。

新たに口座振替を希望される場合は、預貯金先金融機関または

役場税務課に「口座振替依頼書」を提出してください。

「口座振替依頼書」は、役場税務課、長生農協の町内各支所、

町内の郵便局に備え付けてあります。

納税義務者ごとに申し込みが必要になりますのでご注意下さい。

利用できる金融機関 

・長生農協 

・千葉銀行 

・千葉興業銀行 

・京葉銀行 

・みずほ銀行 

・りそな銀行 

・東京スター銀行 

・房総信用組合 

・市原市農協 

・郵便局 

納 税 納 税 には 

を 

安心便利な 

口 座 
振 替 

納 税 

問い合わせ先　産業課　蕁35-4447 ちばの食育ホームページ　http://www.pref.chiba.lg.jp/syokuiku/

〈
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

参
考
に
…
〉

食
事
に
つ
い
て 

　
　
考
え
て
み
よ
う
⑤ 

★献血していただく前には、医師が健康診断をいた
します。
★献血で使用する針は、全て使い捨てですのでエイ
ズ等に感染することは一切ありません。
★服薬中の方は、献血できない場合があります。
★患者さんのために、エイズ検査目的の献血はお断
りいたします。

に
ご協力ください 400ml献血

献血基準
年　　齢／満18歳～満69歳
体　　重／男女共50㎏以上
献血間隔／男性12週間

女性16週間
年間総献血量／男性1,200ml以内

女性800ml以内

200ml献血
献血基準

年　　齢／満16歳～満69歳
体　　重／男性45kg以上

女性40kg以上
献血間隔／男女共４週間
年間総献血量／男性1,200ml以内

女性800ml以内

次の献血日にご協力下さい
2月16日貊

長柄町保健センター
午前９時30分～午前10時30分

問い合わせ先　保健福祉課　蕁35-2414

献 血 ●「はたちの献血」キャンペーン
平成19年１月１日から２月28日までの２か月間

●千葉県献血推進強調月間
平成19年２月１日から２月28日までの１か月間

食
生
活
指
針
を
具
体
的
な
行
動
に
結
び
つ
け
る

も
の
と
し
て
、
食
事
の
望
ま
し
い
組
み
合
わ
せ
や

お
お
よ
そ
の
量
を
わ
か
り
や
す
く
、
イ
ラ
ス
ト
で

示
し
た
の
も
が
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
で
す
。
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地
域
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
地

域
防
犯
活
動
も
活
発
に
な
り
、
登
下
校
の

こ
ど
も
た
ち
を
見
守
る
姿
や
青
色
回
転
灯

を
回
し
て
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
、

各
所
で
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
戴
き
、
犯
罪
抑
止
の
た
め
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
窃
盗
事
件
の
発
生
は
一
昨
年
に

比
べ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
県
内
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
で

は
、「
ガ
ラ
ス
破
り
」
の
ほ
か
、「
無
締
ま

り
（
鍵
の
か
け
忘
れ
）
箇
所
」
か
ら
の
侵

入
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
は
、
防
犯
性
の
高
い
鍵
の
普
及
に
よ

り
「
ピ
ッ
キ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な

用
具
を
使
用
し
て
の
侵
入
手
段
は
減
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
一
時
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
「
サ
ム
タ
ー
ン
回
し
」
と
呼
ば
れ
る
ド

ア
の
隙
間
な
ど
か
ら
特
殊
な
用
具
を
差
し

込
み
サ
ム
タ
ー
ン
（
内
鍵
）
を
回
し
侵
入

す
る
手
口
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

〈
窃
盗
犯
捜
査
に
ご
協
力
を
〉

警
察
で
は
、
犯
人
検
挙
に
全
力
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
小
さ
な
情
報
で
も
ま
と
ま
れ
ば
一
つ
の

形
が
見
え
て
き
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
お

か
し
い
な
。」、「
見
慣
れ
な
い
車
が
止

ま
っ
て
い
る
な
。」
と
思
っ
た
ら
、
特

徴
、
ナ
ン
バ
ー
を
メ
モ
す
る
な
ど
し
て

迷
わ
ず
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
現
場
に
は
、
犯
人
に
結
び
つ
く
証
拠
が

た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
が
一

被
害
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
警
察
官
が

到
着
す
る
ま
で
家
具
な
ど
に
触
れ
ず
に

『
そ
の
ま
ま
』
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

千
葉
県
内
で
１
１
０
番
を
か
け
ま
す

と
、
千
葉
市
に
所
在
す
る
千
葉
県
警
察
本

部
通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
通
報
を
聞
き
な
が
ら
、
同
時
に

警
察
署
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
に
無
線
で
手
配

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
落
ち
着
い
て
お
話

し
下
さ
い
。

１
１
０
番
は
、
事
件
や
事
故
の
発
生
を

通
報
す
る
緊
急
電
話
で
す
。
お
急
ぎ
で
な

い
警
察
へ
の
連
絡
や
相
談
な
ど
に
利
用
さ

れ
ま
す
と
、
１
分
１
秒
を
争
う
緊
急
事
態

の
通
報
が
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
お
問
い
合
せ
や
ご
相
談
は
、

○
茂
原
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
　
又
は
、

○
千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
　
０
４
３
ー
２
２
７
ー
９
１
３
１

（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
９
１
１
０
）

（
ご
利
用
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

除
祝
祭
日
）
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総務課 35－2111
企画財政課 35－2110
税務課 35－2112
住民課 35－2113
建設課 35－2114
生活環境課 35－2439
産業課・農業委員会 35－4447
保健福祉課　 35－2414
教育委員会（学校教育課） 35－2437
議会事務局 35－2438

保健センター 35－2486
福祉センター（社会福祉協議会） 30－7200
シルバー人材センター
給食センター 35－2003
都市農村交流センター 35－0055
公民館・生涯学習課 35－3242
長生広域消防本部 24－0119
味庄分遣所 35－2441
長生広域水道部 23－9491
環境衛生センター（ゴミ処理場）23－4944

役　場
・

その他
公共施設
電話案内

｝

な
が
ら
俳
句

十
二
月
の
句
会
よ
り

大
野
　
史
恵

白
鳥
の
音
な
く
舞
い
て
二
羽
三
羽

日
曜
日
何
を
は
な
す
や
日
向
ぼ
こ

精
出
し
て
更
け
る
霜
夜
の
針
仕
事

き
め
兼
ね
る
事
残
し
て
や
年
暮
る
る

清
田
　
如
水

白
鳥
の
発
つ
ら
し
水
面
き
らき

ら
す

夕
空
を
刃
物
の
色
に
寒
波
く
る

己お
の

が
噂
お
の
れ
は
知
ら
ず
寒
椿

寒
満
月
野
菜
を
洗
う
婆
の
腰

渡
辺
み
の
る

ス
ワ
ン
来
て
村
が
一
つ
に
治
り
ぬ

素
人
も
庭
師
と
な
り
て
松
手
入
れ

煤
払
い
逃
れ
て
む
か
う
理
髪
店

陽
の
匂
ひ
残
り
し
ま
ま
の
落
葉掃

く

山
闢
　
清
風

白
鳥
と
暫
し
あ
と
さ
き
旅
の
朝

農
に
生
き
よ
ろ
こ
び
一
入
茎漬

け
す

今
日
一
日
余
さ
ず
こ
な
し
柚
子

風
呂
に

恙
な
き
日
々
が
大
切
根
深
汁

平
川
あ
ざ
み

魅
せ
ら
れ
て
白
鳥
の
舞
湖う

み

か
す
む

三
從
に
生
き
し
吾
れ
な
り冬

す
み
れ

寄
鍋
や
樂
し
く
愚
痴
を
吹
き

こ
ぼ
し

ひ
と
つ
づ
つ
行
事
を
消
し
て

年
つ
ま
る

角
田
　
揚
子

白
鳥
の
す
こ
し
づ
つ
南
下
最
上
川

落
葉
踏
む
き
の
う
の
秘
密

踏
む
よ
う
に

朝
市
の
弓
弦
葉
明
日
の
夢
も
買
う

そ
う
だ
吾
大
根
役
者
ク
リ
ス
マ
ス

渡
辺
　
ま
さ

水
流
に
添
う
て
泳
ぐ
白
鳥
達

冬
構
え
し
て
い
て
虫
にさ

さ
れ
け
り

あ
れ
こ
れ
と
広
告
見
つ
ゝ年

用
意

煤
払
い
亡
夫
の
遺
影
を抱

き
お
ろ
す

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

窃
盗
犯
捜
査
の
ご
協
力
を

１
１
０
番
は
皆
さ
ん
を

守
る
緊
急
電
話
で
す
！
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平
成
17
年
度
歳
入
歳
出
決
算

は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
10
月
20
日
に
町
長
は
じ
め

執
行
部
職
員
の
出
席
を
求
め
、
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
各
会
計
と
も

計
数
に
つ
い
て
は
監
査
委
員
の
監

査
意
見
書
の
と
お
り
過
誤
な
き
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
適
正
で
経
済
的
か
つ
効

果
的
な
予
算
執
行
の
観
点
か
ら
、

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

・
・
原
案
可
決

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
置
に
関
す
る
協
議

原
案
可
決

契
約
の
締
結

（
町
道
３
０
８
８
号
線
　
地
方
道
路
交
付
金
事
業
）
・
・
原
案
可
決

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
・
・
・
・
・
・
・
原
案
同
意

平
成
18
年
度
長
柄
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
・
・
・
原
案
可
決

平
成
18
年
度
長
柄
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
・
原
案
可
決

平
成
18
年
度
長
柄
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
・
原
案
可
決

長
柄
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
・
原
案
可
決

長
柄
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

原
案
可
決

平
成
17
年
度
決
算
認
定

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

追
加
議
事
日
程

長
柄
町
議
会
議
長
の
不
信
任
決
議
案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
否
決

審
査
の
過
程
に
お
い
て
修
正
す
べ

き
も
の
と
し
て
要
望
し
た
事
項
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
諸
点
に

つ
き
ま
し
て
は
、
当
局
の
適
切
な

る
措
置
を
期
待
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
長：月

　
岡
　
　
　
清

産
業
建
設
常
任
委
員
長：

前
　
橋
　
　
　
進

教
育
民
生
常
任
委
員
長：

野
　
闢
　
榮
　
子

総
務
常
任
委
員
会

○
財
産
収
入
に
つ
い
て

蕘問

昨
年
と
比
べ
る
と
４
０
０
万

円
程
度
落
ち
込
ん
で
い
る
が
何
故

か
。
ま
た
土
地
の
貸
し
付
け
に
基

準
は
あ
る
か
。

蕘答

財
産
収
入
の
主
と
さ
れ
る
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
長
柄
の

土
地
の
使
用
料
が
11
月
よ
り
月
額

２
２
１
万
３，

５
８
０
円
か
ら
１

５
４
万
２，

５
５
５
円
に
減
額
さ

◎
平
成
17
年
度
決
算
の
認
定（

委
員
長
報
告
）

平
成
18
年
第
４
回
定
例
会

平
成
18
年
長
柄
町
議
会
第
４
回

定
例
会
議
事
日
程
一
覧
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れ
た
為
で
あ
る
。
契
約
を
締
結
し

た
当
時
、
概
ね
３
〜
５
年
で
見
直

し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

近
年
、
地
価
の
下
落
が
続
い
て

い
る
中
で
相
手
方
か
ら
見
直
し
の

話
が
あ
っ
た
。
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
不
動
産
鑑
定
を
入
れ
た
中
で

適
切
に
行
っ
て
い
る
。

○
補
助
金
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

て蕘問

三
位
一
体
改
革
に
お
い
て
、

補
助
金
や
地
方
交
付
税
が
ど
の
程

度
落
ち
込
ん
で
い
る
か
。

蕘答

今
ま
で
補
助
金
が
出
て
い
た

も
の
が
、
現
在
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
代

わ
り
に
地
方
交
付
税
に
新
た
な
項

目
が
加
わ
り
、
そ
の
分
が
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

県
か
ら
の
説
明
で
も
、
補
助
金

を
減
ら
す
代
わ
り
に
交
付
税
が
増

え
て
く
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
無
駄
な
部
分
は
減
ら
し
て
く

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
必
ず
し

も
増
え
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

○
滞
納
整
理
に
つ
い
て

蕘問

滞
納
整
理
に
お
け
る
実
績
を

説
明
願
い
た
い
。

蕘答

滞
納
整
理
は
行
っ
て
い
る
が
、

実
績
で
お
示
し
で
き
る
も
の
は
な

い
。
新
し
い
滞
納
者
を
増
や
さ
な

い
と
い
う
こ
と
を
主
と
し
て
滞
納

整
理
を
行
っ
て
い
る
。
滞
納
額
が

多
い
方
に
つ
い
て
は
毎
月
納
付
す

る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

○
要
望
の
状
況
に
つ
い
て

蕘問

18
年
度
の
自
治
会
集
会
施
設

整
備
事
業
に
係
る
要
望
の
状
況
と

地
元
負
担
の
割
合
を
説
明
い
た
だ

き
た
い
。

○
遊
休
農
地
解
消
事
業
に
つ
い
て

蕘問

来
年
度
以
降
も
遊
休
農
地
解

消
事
業
を
推
進
す
る
か
。

蕘答

今
後
も
農
業
振
興
地
域
内
の

遊
休
農
地
の
解
消
や
担
い
手
の
確

保
に
力
を
入
れ
た
い
。
ま
た
最
近

は
新
規
就
農
者
の
希
望
も
あ
る
の

で
、
受
け
入
れ
に
向
け
、
積
極
的

に
調
整
を
図
り
た
い
。

○
町
営
プ
ー
ル
の
管
理
に
つ
い
て

蕘問

埼
玉
県
内
の
市
営
プ
ー
ル
で

発
生
し
た
死
亡
事
故
に
関
連
し
、

町
営
プ
ー
ル
の
安
全
性
に
問
題
は

な
い
か
。

蕘答

事
故
の
発
生
し
た
プ
ー
ル
と

同
様
の
構
造
で
あ
る
が
、
徹
底
し

た
安
全
管
理
を
行
っ
て
今
シ
ー
ズ

ン
対
応
し
た
。
今
後
も
施
設
の
安

全
管
理
に
万
全
を
期
す
と
共
に
、

監
視
体
制
に
つ
い
て
も
ラ
イ
フ
セ

ー
バ
ー
有
資
格
者
若
し
く
は
同
等

の
能
力
を
有
す
る
責
任
者
を
配
置

し
た
い
と
思
う
。

○
農
村
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て

蕘問

平
成
10
年
度
か
ら
総
事
業
費

７
億
５，

０
０
０
万
円
を
投
じ
た

農
村
総
合
整
備
事
業
は
今
年
度
限

り
で
終
了
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
の
施
設
整
備
の
要
望
に
つ
い

て
有
利
な
補
助
事
業
は
あ
る
か
。

蕘答

農
業
用
施
設
整
備
は
ほ
ぼ
完

了
し
て
い
る
。
今
後
は
施
設
の
維

持
管
理
が
主
体
に
な
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
新
規
の
国

庫
補
助
事
業
と
し
て
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
を
19
年

度
か
ら
５
年
計
画
に
よ
り
３
地

区
、
１
０
０
ｈ
ａ
に
て
計
画
し
て

い
る
。

○
法
定
外
公
共
物
の
払
い
下
げ
に

つ
い
て

蕘問

平
成
17
年
度
か
ら
町
管
理
と

な
っ
た
赤
道
な
ど
の
法
定
外
公
共

物
の
払
い
下
げ
説
明
願
い
た
い
。

蕘答

今
ま
で
国
有
財
産
で
あ
っ
た

赤
道
や
青
道
の
払
い
下
げ
に
つ
い

て
は
、
時
間
も
費
用
も
か
か
り
大

変
で
あ
っ
た
が
、
国
か
ら
町
へ
の

譲
与
が
済
ん
で
い
る
の
で
、
従
来

よ
り
手
続
き
が
簡
単
で
、
払
い
下

げ
単
価
も
安
価
に
設
定
し
た
。
個

人
的
な
希
望
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

○
学
童
保
育
に
つ
い
て

蕘問

学
童
保
育
に
か
か
る
経
費
と

保
育
人
数
を
説
明
願
い
た
い
。

蕘答

学
童
保
育
料
１，

８
６
７，

１
０
０
円
、
国
県
補
助
金
７
５
６，

０
０
０
円
の
収
入
に
対
し
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
で
４，

０

５
２，

０
０
０
円
、
学
童
保
育
備

品
で
９
２，

９
２
５
円
の
支
出
が

あ
り
、
平
成
17
年
度
の
人
数
は
、

年
間
平
均
19
名
、
夏
休
み
期
間
は

24
名
の
児
童
を
保
育
し
て
い
る
。

○
保
育
料
に
つ
い
て

蕘問

母
子
・
父
子
家
庭
が
多
い
よ

う
だ
が
、
収
入
の
少
な
い
家
庭
で

は
保
育
料
を
取
ら
な
い
世
帯
も
あ

る
か
。

対
応
し
て
い
る
。

○
農
業
集
落
排
水
、
合
併
浄
化
槽

に
つ
い
て

蕘問

農
業
集
落
排
水
か
ら
発
生
す

る
汚
泥
の
処
理
に
つ
い
て
民
間
委

託
等
の
有
利
な
方
法
は
あ
る
か
。

蕘答

現
在
は
町
内
の
酪
農
家
に
お

願
い
し
て
処
理
し
て
い
る
が
、
今

後
は
一
宮
町
と
睦
沢
町
で
建
設
し

た
汚
泥
処
理
施
設
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
協
議
を
進
め
た

い
。

蕘問

農
業
集
落
排
水
や
合
併
浄
化

槽
の
使
用
料
が
支
払
わ
れ
な
い
場

合
の
徴
収
対
策
は
あ
る
か
。

蕘答

将
来
的
に
は
茂
原
市
の
よ
う

に
上
下
水
道
一
括
管
理
方
式
を
採

用
し
た
い
。

蕘答

今
年
度
は
６
自
治
会
か
ら
要

望
が
出
て
い
る
。
修
繕
に
つ
い
て

は
２
分
の
１
以
内
が
補
助
の
範
囲

で
あ
る
が
、
備
品
関
係
は
含
ま
れ

な
い
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、
事
業

費
で
40
万
円
以
上
４
０
０
万
円
以

内
、
補
助
金
で
20
万
円
か
ら
２
０

０
万
円
で
あ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会
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○
長
柄
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

○
長
柄
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

現
在
、
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

行
財
政
改
革
に
伴
な
い
、
議
会
に

お
け
る
改
革
の
推
進
を
図
っ
た
結

果
、
費
用
弁
償
の
支
給
停
止
や
政

務
調
査
費
、
負
担
金
の
削
減
等
の

実
施
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
議
会

改
革
の
最
重
要
事
項
で
あ
り
ま
し

た
「
議
員
定
数
の
削
減
」
に
つ
い

て
、
議
員
全
員
の
賛
同
を
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
議
員
定
数
を
16
人

か
ら
14
人
に
変
更
す
る
も
の
で

す
。施

行
期
日
は
本
年
１
月
１
日
で

す
が
、
適
用
は
施
行
後
の
一
般
選

挙
か
ら
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
議
員
定
数
の
削
減
に
伴

な
い
、
議
会
委
員
会
条
例
第
２
項

第
１
号
中
「
６
人
」
を
「
４
人
」

に
改
め
ま
す
。（
総
務
常
任
委
員

会
委
員
の
定
数
を
２
人
減
と
す
る

も
の
で
す
。）

◆
九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
19

年
４
月
１
日
か
ら
「
助
役
」
は

「
副
市
町
村
長
」
に
、「
吏
員
そ
の

他
の
職
員
」
は
「
職
員
」
に
そ
れ

ぞ
れ
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

当
該
企
業
団
の
「
議
会
の
議
員
の

定
数
及
び
議
員
の
選
挙
の
方
法
」

並
び
に
「
職
員
」
に
関
す
る
規
定

の
改
正
で
す
。

◆
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
置
に
関
す
る
協
議

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
が
、
平
成
18
年
６
月
21
日

に
公
布
さ
れ
、
同
法
第
48
条
に
市

町
村
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
事

務
を
処
理
す
る
た
め
、
都
道
府
県

の
区
域
ご
と
に
当
該
区
域
内
の
す

べ
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域

連
合
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

千
葉
県
内
の
56
市
町
村
で
、
昨

年
９
月
13
日
に
千
葉
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
設
立
準
備
委
員

会
を
発
足
し
、
広
域
連
合
設
立
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
本

年
１
月
１
日
に
広
域
連
合
を
設
立

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
地
方
自
治
法
第
２
８

４
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
関
係

地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
に

当
た
り
、
同
法
第
２
９
１
条
の
11

の
規
定
に
よ
り
議
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

本
町
で
は
基
礎
教
育
を
し
っ
か

り
行
い
、
教
師
が
自
信
を
持
っ
て

指
導
し
て
い
る
。

蕘問

教
師
の
指
導
は
や
り
過
ぎ
る

と
い
じ
め
に
当
た
る
と
解
釈
さ
れ

が
ち
だ
が
、
町
で
は
ど
の
様
に
指

導
し
て
い
る
か
。

蕘答

昨
今
の
事
件
で
、
教
師
の
い

じ
め
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
言

動
の
失
言
が
ど
こ
ま
で
い
じ
め

か
、
は
っ
き
り
し
た
分
か
れ
目
が

な
い
。

本
町
で
は
そ
の
よ
う
な
教
師
の

い
じ
め
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
教
師
の
持
ち
味
も

あ
る
の
で
委
員
会
と
し
て
は
強
要

は
で
き
な
い
が
、
県
教
委
及
び
町

教
委
は
常
に
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

蕘問

国
民
健
康
保
険
税
は
上
が
っ

て
い
る
か
。
最
高
額
は
い
く
ら
か
。

蕘答

17
年
度
に
医
療
分
、
18
年
度

に
介
護
分
の
改
正
を
行
い
、
最
高

限
度
額
は
医
療
分
で
53
万
円
。
介

護
分
で
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

蕘答

保
育
料
の
算
定
基
礎
は
、
所

得
の
割
合
で
７
段
階
に
区
別
さ
れ

て
い
る
。
保
育
料
免
除
世
帯
の
内
、

保
育
料
０
円
の
対
象
者
は
18
名
で

あ
る
。

○
教
育
問
題
に
つ
い
て

蕘問

ゆ
と
り
教
育
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
町
教
育
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

蕘答

教
育
諸
問
題
は
多
方
面
で
い

ろ
い
ろ
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、
ゆ

と
り
教
育
は
10
年
程
前
に
初
等
教

育
や
中
等
教
育
に
お
い
て
、
所
謂

「
詰
め
込
み
教
育
」
に
対
す
る
改

善
策
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
教
育
の

あ
り
方
で
、
学
習
内
容
の
削
減
が

基
礎
学
力
の
低
下
を
招
い
て
い
る

と
い
う
批
判
的
な
意
見
も
あ
る

が
、
あ
る
時
点
で
は
効
果
は
得
ら

れ
て
い
る
。

次の事業の契約の締結が、全会一致で可決されました。
事 業 名

金 　 額

町道３０８８号線　地方道路交付金事業

５８,９７８,５００　円

相 手 方
東京都江戸川区西葛西８丁目４番６号

三井造船鉄構工事株式会社　代表取締役　吉　川　寿　重

契約の締結

※田代バイパスの橋梁工事です。
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特
別
会
計

平成18年度補正予算を可決

区　分 補正前 補正後

一 般 会 計 （ 第 ４ 号 ）

国民健康保険
（第１号）

介護保険
（第２号）

3,388,997 19,700 3,408,697 0．6

848,268 3,950 852,218 0．5

566,577 5,725 572,302 1．0

補正額 補正率％
（補正予算の主な内容） （単位：千円）

区　　分 歳　　入 歳　　出

一　般　会　計（第４号）

国 民 健 康 保 険
（第２号）

国庫支出金 9 , 9 6 3
繰越金 2 3 , 5 8 5
分担金及び負担金 1 , 2 0 0
諸収入 2 , 8 6 0
県支出金 △ 1 7 , 9 0 8

繰入金 3 , 9 5 0

総　務　費 3 , 1 6 6
民　生　費 8 , 5 8 1
土　木　費 1 3 , 1 4 1
災害復旧費 1 2 , 7 4 7
農林水産業費△ 2 0 , 6 4 8
そ　の　他 2 , 7 1 3

保険給付費 3 , 9 5 0

介 護 保 険
（第１号）

国庫支出金 1 , 5 4 1
支払基金交付金 1 , 7 0 5
その他 2 , 4 7 9

総務費 2 2 5

保険給付費 5 , 5 0 0

（補正の主なもの） （単位：千円）

特

別

会

計

蘰固定資産評価審査委員会委員の選任蘰
任期満了により、次の方を固定資産評価審査委員会委員の選任に同意しました。

住　　所　　長柄町味庄１番地
氏　　名　　山　田　正　信
生年月日　　昭和11年５月13日生

蘰長生郡市広域市町村圏組合議会議員の選任蘰
前長生郡市広域市町村圏組合議会議員でありました小倉一夫議員の辞職に伴い
次の者が新たに選出されました。

阿　部　泰　兄　　議員



蕘問

幼
保
一
体
化
計
画
の
全
体
的

な
予
算
は
ど
の
程
度
を
見
込
ま
れ

て
い
る
か
。

蕘答

「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
し
て

の
整
備
も
視
野
に
入
れ
た
場
合
、

県
条
例
に
基
づ
く
整
備
の
必
要
が

あ
る
為
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
が
、

３
ヶ
年
実
施
計
画
で
は
、
建
物
の

設
計
、
現
場
管
理
等
の
委
託
料
で

１，

７
５
０
万
円
、
工
事
費
で
２

億
６，

０
０
０
万
円
、
合
計
で
２

億
７，

７
５
０
万
円
を
計
画
し
て

い
る
。

蕘問

福
祉
施
策
の
充
実
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
障
害
者
と

認
定
さ
れ
た
者
の
実
数
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

蕘答

介
護
予
防
の
推
進
と
し
て
、

平
成
12
年
度
か
ら
介
護
程
度
の
区

分
に
応
じ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き

た
。現

在
、
地
域
高
齢
者
の
心
身
の

健
康
維
持
、
保
健
・
福
祉
・
医
療

の
向
上
、
生
活
の
安
定
の
た
め
に

必
要
な
援
助
、
支
援
を
包
括
的
に

行
う
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
障
害
者
自
立
支
援
に
つ
い

て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
自

立
支
援
給
付
の
体
系
も
詳
細
な
区

分
と
な
っ
た
が
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
市
町
村
が
実
施
す
る

「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
が
設
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
町
で
は
、
相
談
事
業
、
聴
覚

障
害
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
事
業
、
住
宅
改
修
補
助
を
新
た

に
実
施
し
て
い
く
。

手
帳
所
持
者
数
は
３
２
５
名
で

あ
る
が
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
受

け
て
い
る
。

蕘問

行
政
改
革
と
市
町
村
合
併
問

題
に
つ
い
て
、
町
長
の
こ
れ
か
ら

の
戦
略
を
ご
説
明
い
た
だ
き
た

い
。

蕘答

行
政
改
革
、
市
町
村
合
併
と

も
に
９
月
議
会
に
お
い
て
申
し
上

げ
た
所
信
の
と
お
り
で
あ
る
。

蕘問

現
在
、
４
つ
の
営
農
組
合
が

設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
生
産

者
の
老
齢
化
が
一
段
と
進
み
、
現

状
で
は
目
標
達
成
ま
で
に
大
き
な

道
の
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
新
た
な
施
策
を
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
の
目
標
達
成
に
む
け
て

ど
の
よ
う
に
手
助
け
し
て
い
く
の

か
お
伺
い
し
た
い
。

蕘答

農
業
後
継
者
不
足
は
全
国
的

な
問
題
で
あ
り
、
本
町
も
そ
の
真

っ
只
中
に
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。離

農
の
大
き
な
要
因
と
さ
れ
る

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
所
得
水

準
の
低
さ
等
の
解
消
の
１
つ
の
手

段
と
し
て
17
年
度
に
生
産
組
織
水

稲
営
農
組
合
連
絡
協
議
会
を
設
立

し
、
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
営
農
組
合
を
は
じ
め
、

各
農
業
団
体
を
中
心
に
担
い
手
の

育
成
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
は

順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
現
在
ま

で
に
約
千
人
の
方
が
体
験
に
訪
れ

て
い
る
。

な
お
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う

に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や

メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
を
行

い
た
い
。

行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
以
下
の
点
を
お
伺
い
し
た

い
。

蕘問

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
て
の
運
営
は

不
可
能
と
思
う
が
、
具
体
的
な
見

通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

蕘答

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
活
動
内
容
、
管
理
運
営
放

心
が
流
動
的
な
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
年
度
内
の
制
度
導
入
を
見

送
っ
て
い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
利
用
目
的
が
学
校
教
育
に

限
定
さ
れ
る
と
い
う
事
か
ら
、
業

務
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。

蕘問

行
政
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
幼

保
一
体
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
１，

４

５
７
万
円
と
し
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
根
拠
で
出
さ
れ
た
数
字
か
。

ま
た
建
設
費
等
の
数
字
を
加
味

し
た
も
の
か
。

蕘答

こ
の
中
身
は
、
現
在
２
箇
所

あ
る
保
育
所
を
１
箇
所
と
し
た
場

合
、
給
食
配
送
等
の
経
常
経
費
が

削
減
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
幼
保
一
体
化
の
必
要
性

で
あ
る
が
、
近
年
、
少
子
化
、
核

家
族
化
等
に
よ
り
他
人
と
の
交
流

の
少
な
い
子
、
体
力
低
下
や
生
活

習
慣
の
自
立
の
遅
れ
、
子
供
の
集

団
と
し
て
の
小
規
模
化
等
の
問
題

が
あ
り
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の
規

模
が
小
さ
い
と
こ
れ
ら
の
問
題
が

解
消
さ
れ
ず
、
ま
た
施
設
の
運
営

効
率
の
低
下
に
も
繋
が
る
と
考
え

る
。

蕘問

単
独
補
助
金
の
見
直
し
で
は

ど
の
よ
う
な
項
目
を
お
考
え
か
。

蕘答

総
計
59
件
の
個
々
の
時
補
助

金
に
つ
い
て
精
査
し
、
廃
止
す
べ

18

安
藤

博
夫

議
員

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て

福
祉
施
策
に
つ
い
て

議
員
４
名
が
町
政
を
問
う

行
政
改
革
に
つ
い
て

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

大
野

和
男

議
員

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て

単
独
補
助
金
に
つ
い
て
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き
も
の
６
件
、
終
期
を
設
定
す
べ

き
も
の
10
件
、
削
減
す
べ
き
も
の

32
件
、
現
状
を
維
持
す
べ
き
も
の

11
件
に
区
分
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

こ
の
具
体
的
な
案
は
、
12
月
１

日
に
「
総
合
計
画
策
定
審
議
会
」

に
諮
問
し
、
今
年
度
は
前
年
度
比

１，

０
５
０
万
円
程
度
の
削
減
効

果
を
見
込
ん
で
い
る
。

蕘問

職
員
定
員
削
減
は
何
パ
ー
セ

ン
ト
を
目
標
と
し
て
い
る
か
。

蕘答

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
定

員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
職

員
定
数
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
数
字
で
申

し
上
げ
る
と
、
平
成
17
年
４
月
１

日
の
職
員
数
１
２
０
名
を
基
準
と

し
、
目
標
の
平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
に
６
名
減
の
１
１
４
名
と
す

る
も
の
で
削
減
率
は
５
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
。

今
後
も
「
定
員
適
正
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
確
実
に
数
値
目
標
の

実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

蕘問

農
業
集
落
排
水
と
合
併
浄
化

槽
の
経
済
的
な
比
較
は
さ
れ
て
い

る
か
。
農
業
集
落
排
水
に
は
、
年

間
４，

０
０
０
万
円
も
の
大
金
を

補
給
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
管
理
体
制
を
お
考
え
か
。

蕘答

新
長
柄
町
汚
水
適
正
処
理
構

想
を
基
に
集
合
処
理
と
個
別
処
理

の
比
較
検
討
を
実
施
し
た
結
果
、

個
別
処
理
方
式
が
よ
り
経
済
的
で

あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
平
成

18
年
11
月
１
日
時
点
で
、
浄
化
槽

事
業
は
３
１
２
戸
、
農
業
集
落
排

水
は
２
５
０
戸
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
17
年
度
決
算
の
４，

０
０

０
万
円
の
繰
出
金
は
、
管
路
及
び

処
理
場
に
か
か
る
起
債
の
償
還
金

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
約
60
パ
ー

セ
ン
ト
は
、
地
方
交
付
税
で
財
源

措
置
さ
れ
て
お
り
、
全
て
は
町
の

自
主
財
源
で
負
担
し
て
い
る
状
況

で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
集
落
排

水
事
業
の
起
債
の
償
還
は
、
平
成

39
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
少
子
高
齢
化
に
よ
り
処
理
区
域

内
人
口
の
減
少
も
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
管
理
体
制
を
含
め
、
行

政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

蕘問

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

以
下
の
点
を
伺
い
た
い
。

①
進
捗
状
況
に
つ
い
て

②
生
じ
た
改
革
金
額
は
い
く
ら

か
。

③
期
間
目
標
は
達
成
で
き
る
の

か
。
ま
た
達
成
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
の
責
任
と
対
策
に
つ
い
て

蕘答①

本
町
の
行
政
改
革
は
、
５
月
、

９
月
、
１
月
の
３
期
に
区
分
し
、

進
行
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
他
に
も
推
進
に
係
る
問
題
点

な
ど
の
各
課
聞
き
取
り
を
随
時

実
施
し
て
い
る
。

実
績
に
つ
い
て
は
、
年
度
末

に
当
該
年
度
分
の
効
果
額
等
を
取

り
ま
と
め
、
公
表
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

②

９
月
末
現
在
で
把
握
し
て
い

る
も
の
と
し
て
、
17
項
目
で
削

減
額
３，

６
０
０
万
円
と
い
う

状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

ス
タ
ー
ト
の
段
階
で
あ
り
、
確

定
的
、
ま
た
詳
細
な
積
上
げ
の

金
額
と
い
う
も
の
が
な
い
。

③

今
は
ま
だ
４
ヶ
年
の
計
画
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
設

定
し
た
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
常
時
点
検
し
進
め
て
行
く
。

目
標
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
も

の
に
つ
い
て
は
「
な
ぜ
達
成
で

き
な
か
っ
た
の
か
」
を
公
表
し
、

説
明
す
る
よ
う
努
め
る
が
、
重

要
な
の
は
、「
具
体
的
な
取
り

組
み
を
住
民
に
分
か
り
や
す
く

公
表
す
る
こ
と
」「
進
捗
状
況

を
公
表
す
る
こ
と
」
な
ど
の
情

報
の
公
開
や
取
り
組
み
の
透
明

性
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

蕘問

町
長
は
幼
保
一
体
化
を
強
く

望
ん
で
い
る
が
、
４
、
５
歳
児
で

あ
れ
ば
バ
ス
通
園
が
可
能
で
あ
っ

て
も
、
２
、
３
歳
児
は
不
可
能
で

は
な
い
か
。
乳
幼
児
を
持
つ
親
に

と
っ
て
幼
保
施
設
は
一
体
と
な
っ

た
際
、
不
便
さ
が
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

蕘答

幼
保
一
体
化
の
際
は
、
通
園

バ
ス
の
検
討
を
含
め
た
施
設
運
営

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
保
育
所
で
は
０
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
を
受
け
入
れ
し
て

お
り
、
保
育
所
の
送
迎
は
原
則
と

し
て
保
護
者
が
責
任
を
持
っ
て
保

育
士
へ
受
け
渡
し
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
計
画
中
の
幼
保
一
体
化

施
設
に
お
い
て
、
バ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
乳
幼
児

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
保

護
者
の
送
迎
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

蕘問

所
信
表
明
の
「
新
世
紀
な
が

ら
づ
く
り
」「
な
が
ら
ら
し
さ
」

に
つ
い
て
町
長
は
ど
う
お
考
え

か
。
ま
た
計
画
等
が
あ
れ
ば
説
明

い
た
だ
き
た
い
。

蕘答

「
新
た
な
時
代
の
潮
流
や
環

境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
先
人
達
の

築
い
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

精
神
を
継
承
し
つ
つ
、
21
世
紀
に

お
け
る
本
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
展

望
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
た

め
の
計
画
」
と
し
て
、
こ
の
３
月

に
長
柄
町
第
３
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
、
公
表
し
て

い
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

渡
辺

規
明
夫
議
員

集
中
改
革
プ
ラ
ン
つ
い
て

吹
野

美
才

議
員

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て

人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
と
合
併

浄
化
槽
に
つ
い
て

「
な
が
ら
づ
く
り
」「
な
が

ら
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
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町福祉センター　蕁（30）7200（直） ／　町保健センター　蕁（35）2486（直）

相
談
方
法
・
お
電
話
や
来
所
、

お
手
紙
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
家
を
空
け

ら
れ
な
い
方
は
、
職
員
が
訪
問

し
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
専
属
の
職
員
に
よ
る
相
談
日
時

月
〜
金
曜
日（
祝
・
日
を
除
く
）

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

●
場
所

長
柄
町
立
鳥
5
9
7
ー
2

（
長
柄
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
併
設
）

蕁
（
3
5
）
5
5
8
8

長
柄
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

看
護
師
　
富

樫

公

子

相
談
員
　
岡

島

秀

樹

お
年
寄
り
の

介
護
に
関
す
る
相
談

育
児
・
介
護
な
ど
の
情
報
を
無

料
で
提
供
し
ま
す
。

育
児
情
報
…
保
育
所
、
家
庭
保
育
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
学
童
保
育
等

介
護
情
報
…
高
年
齢
者
向
け
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
民
間
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
、
老
人
病
院
、
老
人
ホ

ー
ム
、
介
護
用
品
等

家
事
代
行
情
報
…
家
政
婦
紹
介
等

●
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
問
合
せ
先

2
0
2
0
テ
レ
フ
ォ
ン
千
葉

（
21
世
紀
職
業
財
団
千
葉
事
務
所
）

蕁
0
4
3
（
2
2
5
）
2
0
2
0

2
0
2
0

テ
レ
フ
ォ
ン
千
葉

日曜・休日当番医は、変更となる場合がありますの
でご了承ください。
また、診療時間は午前9時（診療開始）から午後5時
（診療終了）までです。※変更する場合もあります。
茂原市長生郡医師会　蕁（24）3285

日曜・休日当番表
日曜・休日当番医について

診療時間：午後8時から午後11時
診療科目：内科・小児科　蕁（24）1010 テレフォン案内　蕁（24）1011長生郡市夜間急病診療所案内

月/日 茂 原 地 区
内 科 系 外 科 系

2/4

2/11

2/12

に し ざ わ 内 科
（ 2 0 ） 3 7 7 7

三 枝 医 院
（ 2 5 ） 2 2 0 3

金 坂 医 院
（ 2 2 ） 4 8 8 5

長 生 病 院
（ 3 4 ） 2 1 2 1

武田メディカルクリニック
（ 2 0 ） 1 9 1 0

山 之 内 病 院
（ 2 5 ） 1 1 3 1

月/日 茂 原 地 区
内 科 系 外 科 系

2/18

2/25

吉 田 医 院
（ 3 4 ） 3 0 4 5

渡 辺 医 院
（ 2 7 ） 7 7 3 3

宍 倉 病 院
（ 2 4 ） 2 1 7 1

高田整形外科医院
（ 2 2 ） 0 1 1 1

【　町　】

蕁３５-０２６０福祉センター午前１０時～午後３時２ /１貅、２ /２０貂心配ごと相談

蕁３５-０２６０福祉センター午前１０時～午後３時２ /１３貂、２ /２０貂
人権相談

●いじめ　●扶養相続等の家庭問題　●いやがらせ等の悩みごとに関する相談です。

蕁３５-０２６０福祉センター午前１０時～午後３時２ /１３貂行政相談

※心配ごと相談・人権相談・行政相談については、相談日に限り電話でのご相談も受付しています。

蕁３５-２４８６保健センター午後１時３０分～午後２時２ /２２貅、３ /１５貅健康栄養相談

蕁３５-２４１４保健福祉課
児童福祉法が改正され相談先が広がりました。
児童相談所や福祉事務所に加え、身近な市町村の窓口が子どもに関す
るあらゆる相談や虐待の疑いなどの連絡もお受けいたします。

子どもの虐待などの相談

【長生健康福祉センター　：　茂原市茂原１１０２-１　長生合同庁舎内　】

蕁２２-５９１４地域保健福祉課午後１時３０分～午後３時第２火曜日、第４水曜日 （予約制）女性の健康相談

蕁２２-５９１４地域保健福祉課午後１時～午後３時第２木曜日　　　　　　 （予約制）不妊相談

蕁２２-５１６７地域保健福祉課午後１時～午後２時第１木曜日未熟児健康相談

蕁２２-５１６７地域保健福祉課
午後２時～午後３時３０分第１･３月曜日　　　　　（予約制）

こころの健康相談
午後３時３０分～午後４時３０分第２火曜日　　　　　　 （予約制）

蕁２２-５１６７地域保健福祉課午後１時～午後４時第４火曜日　　　　　　 （予約制）こどもの発達相談

蕁２２-５５６５地域保健福祉課午前９時～午後５時毎週火曜日　　　　　　 （予約制）
ＤＶ相談

●配偶者やパートナーから受ける暴力に関する相談です。

蕁２２-５１６７健康生活支援課午後１時第１･３火曜日　　　　　（予約制）骨髄バンク登録受付

蕁２２-５１６７健康生活支援課
午後１時～午後２時第１ ･３火曜日

エイズ検査・相談
午後５時３０分～午後７時第３火曜日

蕁２２-５１６７健康生活支援課午後１時～午後２時第１ ･３火曜日
B型・C型肝炎検査
（採血による検査）

蕁２２-５１６７広域検査課午前９時～午前１１時第１～４火曜日腸内細菌検査（検便）

蕁２２-５１６７広域検査課午前９時～午前１１時指定した水曜日　　　　 （予約制）水質検査

【　その他　】

東上総県民センター（長生合同庁舎内）
県政情報課 蕁２５-７８３０

予約日：２ /９貊　　　相談日：２ /１６貊
※予約日の当日、午前９時から電話で予約の受付をいたします。

弁護士による無料
法律相談

佐倉市鏑木仲田町８- １
北総県民センター　蕁０４３-４８３-１１１２

午前１０時～午後４時２ /１４貉移動暴力相談

各 種 相 談 日 程


